「健康産業創出システム構築事業」受託事業者の選定結果について

平成３０年３月３０日（金曜日）

大阪府では、成長が有望視されている健康産業において、製品・サービス等が自立的・持続的に生み出される仕組み（システム）を構築することを目的に、健康産業創出システム構築事業を実施します。
このたび、運営業務について、公募型プロポーザル方式により提案募集を行った結果、下記のとおり事業者を選定しましたのでお知らせします。

記

１　業務名
平成30年度　健康産業創出システム構築事業

２　最優秀提案事業者
有限責任監査法人トーマツ
総合評価点83点（うち企画提案部分63点、価格提案部分20点、提案金額11,885,400円）

３　選定結果の概要
[bookmark: _GoBack]（１）提案事業者　全１者
１　有限責任監査法人トーマツ

（２）最優秀提案事業者の選定理由
提案事業者は、本事業を達成し得る組織力を有しており、仕組み（システム）を構築する上で重要となる研究機関や金融機関とのネットワークに強みを有している上、同種事業の実績が豊富で安定的な事業運営を行うことが期待されることから、提案事業者を最優秀提案事業者とした。

（選定委員による改善点等の意見）
WEBシステムの構築にあたっては、自立的・持続的なものとなるよう、当該システム運営を支援する機関等の協力を得るなどの工夫をされたい。
また、設定した目標値を超えて、より大きな成果が得られるようチャレンジされたい。



（３）選定委員会委員（五十音順）
	所属・役職
	委員名
	選任理由

	小山公認会計士事務所
	小山　登
	企業会計や経営の専門家としての知見を活用し、審議していただくため

	公益社団法人関西経済連合会　産業部長
	野島　学
	健康産業に関する知見を有するとともに、大阪の産業の現状・課題などの広い知見などを活かし、提案の実現可能性、実効性等について審議していただくため

	国立研究開発法人理化学研究所
健康生き活き羅針盤リサーチコンプレックス推進プログラム 
融合研究推進グループ
連携促進コーディネーター
	堀　洋
	大学等の技術シーズの実用化をはじめ、産学連携（国立健康・栄養研究所との連携を含む）についての経験等に基づく広い知見などを活かし、提案の実現可能性、実効性等について審議していただくため



